
【開催報告】 

京都政策研究センターが開催している、下鴨サロン※において当学科教員による講演がおこ

なわれましたので以下の通り報告します。当日は１時間の講演後に、30 分たっぷりと活発

な質疑応答があり、和やかでかつ真剣な議論が交わされました。 

 

※下鴨サロンとは、府大教員の教育研究内容を、

広く府の職員の方々にも知って頂き、教員と府職

員によるざっくばらんに政策論議をする場として

開催しています。ここでの議論は、肩書をはずし、

既存の政策の枠組みにとらわれない議論をめざし

ています。 

 

テーマ：「早生樹センダン―大注目される成長ポテンシャル－」 

日 時：１月１９日（木）１８:３０〜２０:００ 

場 所：京都府庁旧本館 府庁ＮＰＯパートナーシップセンター会議室 

講 師：京都府立大学大学院 生命環境科学研

究科 環境科学専攻 森林資源循環学研

究室 助教 糟谷信彦氏 

 

【内容】  

近年、全国的に早生樹の植林に注目が集まっていま

す。今年度の「森林・林業白書」に早生樹のセンダン

（Melia azedarach）が２回も登場しました。スギやヒ

ノキの伐採跡地に、早生樹のセンダンを植えればわずか

10~20年で収穫が見込めるとされ、近畿中国森林管理局

では重点取組事項として福井県、岡山県、兵庫県などに

大学と共同で試験植林を開始しています。針葉樹人工林

では収穫までに通常 50 年以上かかりますが、木材価格

の下落から持続的な林業経営が難しい状況が続いてい

ます。従来から木材の需要拡大のため、国産広葉樹の活

用が検討されてきましたが、特に有用材として近年注目

を集めている早生樹のセンダンは、これまで九州の熊本

県で植栽試験が行われ、センダンの育成方法が確立して

います。しかしながら、九州以外の地域で植林された事

例はほとんどなく、関西地域を中心に植栽試験を始めて

おり、その取り組みを紹介しつつ今後の可能性について

語りたいと思います。 


